
  

 

教 科 工 業 科 目 ゲームデザインⅠ 

履修条件 

対象生徒 

全員履修 

デザイン科 １学年 

学習目標 

・工業の見方・考え方を働かせ、ゲームデザインの実践的・体験的な学習を通して、ゲ

ーム制作に必要な基礎的な知識、技術を身に付ける。 

・ゲーム制作の各分野、アルゴリズムを理解し、問題の発見・解決に向けて必要な基本

的手法を適切かつ効果的に用いる能力を身に付ける。 

・ゲームに関する幅広い分野の知識、技術習得を目指して、自ら学び、主体的かつ協働

的に取り組む態度を養う。 

学習方法 

〔授業〕 

プログラミング・イラスト・２Ｄアニメーション・３Ｄ制作・ゲーム業界学習などのカ

テゴリーごとに専門のソフトウェアを操作し、ゲーム制作に必要な基本的な知識やスキ

ルを学ぶ。 

〔家庭学習・補習・その他〕 

授業時間内で習得できる課題がほとんどであるが、習得が不十分だと思われる生徒は、

自主的に放課後及び家庭において学習する。 

学習計画 

と 

ね ら い 

１ ゲームデザイン 

 

 

２ プログラミング 

 

 

 
３ イラストレーション 

 

 

 

 

４ ２Ｄアニメーション 

 

 

５ ３Ｄ制作の基礎知識・操作 

 

 

 

 

○ゲームデザインの世界について知り、ゲーム

制作の手順、開発環境の概要を学ぶ。 

 

○ゲーム開発のプログラムとして、本授業のメ

インツールである「Unity」の基本オペレーシ

ョンを習得する。 

 

〇イラストの基本的な技法を学び、「CLIP 

STUDIO」を用いたアニメーション用ＳＤキ

ャラの制作を通して、基礎的な知識を身に

付ける。 

 

◯アニメーションソフトウェア「Spine」の

概要と基礎的な操作方法を身に付ける。 

 

○「МＡＹＡ」の基本的な操作方法を通して 

３Ｄの基礎概念を理解し、これから学習する

実作業の意味を前提知識として習得する。 

 

 

評価規準 

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に向かう態度 

ゲームデザインの実践的

・体験的な学習を通して、

ゲーム制作に必要な基礎的

な知識、技術が身に付いて

いる。 

ゲーム制作の各分野、アル

ゴリズムを理解し、カテゴリ

ーごとに必要な基本的手法を

適切かつ効果的に用いる能力

が身に付いている。 

ゲームに関する幅広い分野

に関心を持ち、自ら学び、、

主体的かつ協働的に取り組む

態度が身に付いている。 

評価方法 
・演習課題・学習態度・出席の状況を総合的に判断して評価する。 

・演習への取組、発表や話し合いなどの言語活動など主体的な活動を重視する。 


